

















































































































































































































































「“音 ” を楽しもう」に参加した保護者 26 名を
対象とした。
（2）調査時期












































































































日時：2017 年 12 月 17 日（日）第 1部 13：00 ～
14：00、第 2部 16：00 ～ 17：00
場所：Aショッピングモール 1階アトリウム
目的：子どもと手作り楽器を製作し共に演奏し
交流する。来場者に演奏を聴いていただく。
準備：Aショッピングモール副支配人、地域連
携室長、学生、筆者で 2回の打合せを行った。第
1回目は、活動内容、当日の準備物、演奏する時
間帯、手作り楽器の内容について打ち合わせた。
第 2回目は、Aショッピングモール館内の下見
を行い、打楽器運搬の導線、演奏する吹き抜け
のアトリウムにおけるトーンチャイムの音の響
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き、手作り楽器に使用する机及び椅子、マイク
スタンド、スピーカーなど当日必要な本学から
トラックで運搬する物品、Aショッピングモー
ルで借用する物品の確認を行った。
広報：Aショッピングモールが発行しているチ
ラシに、以下の告知を掲載した。
「京都文教短期大学の学生と一緒に、クリスマ
スにぴったりのオリジナルマラカスを作ってみ
ませんか？打楽器アンサンブルの演奏もありま
す♪＊マラカス作りは各部先着 30 名様限定（小
学生以下のお子さま対象）」
更に、学生が作成したチラシを、イベント当
日にAショッピングモールで配布した（図 1）。
（2）演奏発表以外で取り入れた活動
①手作り楽器を製作する活動
手作り楽器は、ぶんきょうにこにこルームに
おけるイベントで、子どもに好評だったマラカ
スを模して製作した。本活動には、各部とも未
就学児 30 名が保護者とともに参加した。
また、当日までにマラカスの原型を準備した。
材料は、紙コップ、画用紙、色ペン、マスキン
グテープ、クリップ、ビーズ、鈴、シールであ
る。準備の手順は、紙コップの中にクリップ、
ビーズ、鈴の中から 1種類を入れ、その紙コッ
プの縁に別の紙コップの縁を合わせ、黒色のマ
スキングテープで接合する。肌色の画用紙でサ
ンタクロースの顔、赤色の画用紙で帽子と服、白
色の画用紙でヒゲと帽子の飾りを型に沿って切
り取り、それらを紙コップに貼った。
イベント当日は、学生の補助のもと、参加者
が自由にサンタクロースの顔に目や口をペンで
描き、顔と飾りのシールを紙コップに貼り付け
た。完成後に、マラカスの中の物（クリップ、
ビーズ、鈴）による音の違いに対する気づきを
導く言葉かけも行った。また、参加者は、学生
が演奏する音楽に合わせて、手作り楽器を振っ
表 6　Aショッピングモールにおける活動のプログラム
図 1　学生が作成したチラシ
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ていた。
手作り楽器の見本は、以下のとおりである（図
2）。
会場のアトリウムは、Aショッピングモール
に訪れた客が買い物途中に気軽に立ち寄れる 2
階まで吹き抜けの広い空間である。50 席の座席
を設けたが、活動開始時間には満席となり、多
くの観客は立ち見となった。正確な来場者数は
不明だが、目視では各部とも 200 名以上の聴衆
が見られた。
4．地域連携室の支援
地域連携室（現在、本学社会連携部）は、地
域に根差した教育と研究を目指している本学に
おいて、大学と地域の架け橋となり、学生が地
域とふれ合い活躍できる場、教員が社会貢献で
きる機会を創り出す役割を担っている。地域社
会のニーズと本学の教育・研究活動とのマッチ
ングを行い、教員と学生が活動に専念できるよ
うに、スケジュールの管理、学生や来場者の安
全管理、学内における起案書作成、情報共有、写
真及び映像の撮影、活動の記録等を行っている。
筆者のゼミナールが取り組んだ様々な活動は、
地域連携室の支援無くては成り立たなかったと
考える。
5．考察
5-1　 ぶんきょうにこにこルームで求められる
音楽的活動
子どもが楽しそうにしていた活動と保護者が
楽しかった活動では、打楽器アンサンブルで演
奏した「アンパンマンのマーチ」と効果音を用
いた絵本の読み聞かせが共通していた。
ぶんきょうにこにこルームで実施した活動の
評価は全て「良かった」であり、その理由とし
て書かれた内容から、今後の活動内容を検討す
る。まず、プログラムに関しては、子どもも大
人も楽しめ、子どもが最後まで飽きなかった点
について評価された。今回の活動では、演奏発
表以外に親子のふれ合いあそびや、効果音を用
いた絵本の読み聞かせを取り入れたが、他にも
音楽を用いた活動を考案する必要があることが
分かった。次に、演奏発表に関しては、生の演
奏であることや、あたたかな音色、身近で参加
しやすい形で開催した点について評価された。
学生は音楽の専門家になるための教育は受けて
いないが、演奏の質を重視し、週に 2，3回の合
同練習を行ってきた。「未就学児を気軽に連れて
行ける演奏会」と捉えた回答から、演奏の質は
ある程度担保する必要があることが分かった。
学生の対応に関しては、子どもの興味を引く話
し方や丁寧な対応が良かった、学生が楽しそう
な様子だったので子どもも一緒に楽しんでいた
という回答があった。そのため、来場者を楽し
ませるためには、学生自身が音楽や活動を楽し
むことができているか、また自らが楽しんでい
ることを周囲に発信及び表現しているかが重要
だと認識した。
今後取り入れて欲しい音楽的な活動や要望に
関しては、再度の開催要望と、子どもが使える
図 2　手作り楽器の見本
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楽器の体験があった。今回の活動では、安全面
に配慮し、楽器に触れないようお願いしていた
が、活動中に子どもが楽器に近寄って触れたそ
うな場面が見られた。そのため、楽器に触れ音
を出す機会も設ける必要があることが分かっ
た。
合奏やピアノで聴きたい曲の要望に関して
は、多岐のジャンルに渡っていたことから、多
くのレパートリーを用意しリクエストに応え演
奏する試みもできればと考える。
5-2　Aショッピングモールの活動のふりかえり
Aショッピングモールにおける活動の反省点
として、音響を事前に把握する点が挙げられる。
司会用にマイクとスピーカーを持参したが、会
場がアトリウムで 2階まで吹き抜けという構造
上、音が上に抜けてしまい聴衆に聞こえにくい
ことが当日になって判明した。音量調整や話し
方には工夫したが、結果として、聞こえにくく
伝わりにくいものであった。当日までに判明し
ていれば、よりふさわしいものを準備すること
ができたため、事前に会場の音響を把握し準備
する必要があることが分かった。
5-3　ゼミナール活動の振り返り
活動は全て録画し、授業中に視聴し全員でふ
りかえりを行い、次回の活動に活かしている。筆
者の観察では、初期の活動のふりかえりにおい
ては、それぞれの演奏技術やアンサンブルで合
わせる技術に関する点が多く挙げられていた。
しかし、様々な活動を経験するにつれ、演奏技
術だけでなく表情や立ち居振る舞いについての
言及が多く挙げられていた。学生は、演奏に集
中することは必要であるが、学生自身が音楽を
楽しんでいる姿勢を参加者に発信してこそ、参
加者が楽しめるものになるという気づきがあっ
た。ゼミナールの指導、運営に当たっては、専
門知識や技術の習得に留まらず社会性や主体
性、実践力を高めることも目標としてきたが、実
践と学びの往還ができたと考える。
6．今後の課題
シラバスで明記した汎用的学習成果（問題発
見・解決力、論理的思考力、自己管理力、倫理
観、コミュニケーション・スキル、チームワー
クに貢献できる力等）について、筆者の観察で
は、アンサンブル演奏における練習活動やイベ
ントへの参加をとおして修得できたと考える。
しかし、客観的な指標で一人ひとりの成果を
測っていないため、今後の課題としたい。
また、学生が地域貢献活動をとおして、どの
ような気づきや学びを得られたか、地域貢献に
おける教育効果も計りたいと考えている。
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